
150　被　服

B 117 祷鳶 予肋・ オA ソノi しf オムツわ ぐー

Å島々 大 釦

〔(社)日 本 家 政 学 会

8  的　 蕎 延r. ん ロ^, 高 齢 化にt  4  ^ ・ヽ 麓 生t  j 様4  ^ 問 危i.  u  t　 藤 た5  ') え ん の 鏃衣

の'#  r　 講 廃 予 約 を角麗,しa  オA  7/a  此ｵA ブ;*  ,' -  a　a  W 問 題 友 もI  <  配 良 り妾 宅"*^

hi.   今 国 よ オJ^ ツ 及 ノオハ ツ カノぐ ーの 東 材r. つ ぃマ 貧験 検It  し か．

方 珠　T  ン ケ ーh 調 査:  匁庫 介 緩 タタん　 腿 箆 ・ 病ft  タ ／湊 の 無 我 を･) ゑ 人 の オ４ ブ 漢

び オＡ ツn  ノぐ一 使 印t だ態・ 鋼 奮． 供斬 オＡツ ； 稗 蹄 布,   め オ・ヽ ヽy ん

地 ； アx1 レト2 雌 ぐFウ-   Iレ 釦:  ぷ・リ エ.ズ テ,ﾚ 卯 名*f 球 ：p  μ)    遮M?t 肪 永 冲(  略 弓G,･）

木’リ ェ えデ ルメ')  ヤ ス 亭i^ 合 成^'M  駄 洽-t  冲ぐ略4   β) ナ うロ ン 城 廊 起 も(H  λ 考 吏吻 の

堵 ル ： 一厳 細 用香^ 劣 え 培 地 ， 真 友 用t ブ ロー 憲 天 培 悪　 釈 ま加 工劃； ズデ レ ーA"

維 栗　 リ アン ケ ーI-  T'介 逢 にあ いマt 考 すI  巣-f' り^ ヽツ の匙 接at/ 坊 た<  』 ヒ 同 答 し

が ん が最i  多T-ﾌ 艮 ． り 便.用 レマ いJ オ ４ ツ の趙M ヽ･f施 設 では 貸 オ^ ツ ， 蒙 吏 介 逢 でa 鋳

オA ツ ボ 多<  使 柵 之 れ て い%  .    3)オＡ ツ カ ごー ，> 埋 す5  幻 高It  '"φ-ft- j ， む れ3  』 ヵ:I  ヘ

幻 考t 像 恥-k  Mt 薪 オI、ツ*･■麟 オA ツ よ')   優4l  X   v>   J  ,     特I り:,') ア クV  Iレ竣 ソ-  ダ を 唐 も 薦

オA  ■･/ の 保 永-i  !≫■最 島 迪.を 禾 し.   永i  咀 厦 す5  とnﾚ 化 亨 い

It 濡 れ ず，j= ヵヽ ら 力 を加 え1    七 差i  f  ') -≪:す･     友膚t ≫ #f i 的 な 状 笏,&. 保 た/ft る.   係 恥-t  ヵこ

^   い-^  <h）. オ ４ ツ と りか む' ）gj  軋 こタ5.  レ≒ 如 才A ツ カ/ぐ ーX  ＼%　逢 湿 性(t  7  X  ルト ｈ

がFa  り 債 λ.. 次 い でま まt μ･ 々(k･ が よ ～． 鼎 鳶 引fpj の た め 貳t  助 巧 豪 を防 £ 亨5  r? め

に オi^ ツ カノぐ― μXT  I.一 尤 の衛 £加 工劇f 加 エ すi.  t　 一着 埓^ ， 真 羞 共i^  t し< 箇 数

･t 城 ケ レ　 祷 斎 夕勁 上効 果 的r･ あ5.   彰 た（ 妓it,再 加 エT t 侈 澪 が 乃i  ,

B 118

６月２日（日）第11会場　 午前11 : 15～12 : 00

民体服舞r.  関-f I･ 基礎 的詞 免 日   J 振)　 図Si ・）作 成嫉

県立新 潟-i- 緩 大　　 山崎 声 子

目的　 虎､民 、火 曜 杖--i^ 4-盤t  I  て1  i in 八荒城 的助もi. レづ 民俗服聊 にづ 、ヽ t 、1、本、

I  恥fl 貳参 服飾が 々I- がい1 、晨｡弁、薦湛 な鋼 査話勅 が･フイヽj ら れてい 心が、近 年.    民滅

f ,   貳振 掌'J i-･■n関 連鋪瀕 域r. お 、、ても、 れ乖為I'-
 
一･い1     組織的 なμ1免、ヽ‥も 斌 的･; 晨測

^  れ､J V` め、現状 分ヽ折々 当 面の謀､題留 々ヽ ･括 誦さ れX ぃゐ。 民弧 服飾｛ 御 質丈化 と ＼ て総合

的｡、構 造的に把護ト 分聯 の封 軋i-^  ゐた か､り3  、調 査i  並行し1 礼イ雙理茲 、イ な わ勿

噴 辨の･隋報 心的琢 に伝圭司 能^  なゐ、i うな.   統一i! ぺた表 現 にi  わ記 述の規 欠 が･＆革で わ

0 i ＼- あi ＼々 。 こ こ てに それり<n 茎堤的葡 祀り- つ^ して 、図Si ,r>作成汰I-   り いての狭封

t 試μ1-.。

嗜 汰　 こhi で斂 外闇 に わﾌい゙ て試付腸誤 い（ さ 六β 庫為 のlS^－ の錨き-≫！ 。a 本j-1

規絡 の艇祚都 門 の4･ 劃こ刄 じて≪ 痕 しま^  t)ix 。飼 －i し穴規藤 ば/け絣It  恥 定i  八穴is

z ?3/む,    SJ//,    お/2,    ≫3/3,    ね/な、お/ ぷ,    ね/7  なf 敬司総則 や、裁図り 臭本 的、 一雄 的 争

ft I- 厘卜t  ゐ規 絡 で、^ 截 剌 門 の甑圀 で わゐJIS  L  0/ 10 の被 服飯ig  盛則（/ リ ク） も象男 とし

た。

軸 募、 民赦 脇飾r-  ＆ 屡 な･陥報吃記 可た わの回面 、= つぃ-r .　1 .　用諦 のも 峡、　z .　0 的、

3 .　細面の 火き?t 練 式、f .    図ft rこ/fl Iヽ ゐ練、J-.    回iS り れ ヽね丈咎 ＼.記秀L 丈庫 の%

? ■i,　t .　図形 り4<  (-^  ,    7 。<i 貳記 入。^  砥i  尺度々i･･t  吏約、A  
■    
民俗服聊り> 一次え

的 な廓 蔵 図、b.    漿・ 織･  刺ｰ 親 疎m,  魂 (i 構 成 図;’c 。 縫 いべ・癒 い才a,  截･ち々 猿 走

IS) なI-･にっ い て・ ゑ 体的 な泰昭､ii 作戌 しな。


